
　

香
美
市
ア
ー
ト
ア
ニ
ュ
ア
ル
は
、

当
館
独
自
の
展
覧
会
で
す
。
高
知

に
縁
の
あ
る
若
手
作
家
を
紹
介
す

る
目
的
で
、
今
回
は
７
名
の
作
家

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

花
織
は
日
本
画
の
画
材
を
使
っ

て
抽
象
的
な
表
現
を
し
、
田
内
泰

生
は
、
洋
画
の
領
域
で
現
代
的
な

持
ち
味
の
作
品
を
制
作
し
て
い
ま

す
。
槌
谷
玲
於
は
絵
画
や
陶
芸
を

制
作
し
、
永
野
未
来
は
ふ
る
さ
と

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

８月２日(水) ～８月２７日(日) 
休館日／毎週月曜日

【関連企画】

①出品作家によるシンポジウム

８月２７日(日)  １４時～

②館長または学芸員による作品解説(展示室)

会期中毎週日曜１４時～

８月２日(水) ～８月２７日(日) 

香美市アートアニュアル
vol.11 －新しい地平をひらく－

『木のギフト』お便り紹介

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、新生児訪問の際
にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

申し込みいただいた方からの投稿を募集しています！！

はるちゃん
　とさろくろくこーぼーさんから商品(2023年｢卯｣
○○アニマル-ウサギさん-)をいただきました。
　触り心地がスベスベしており、滑らかで肌馴染
みがとてもよく、可愛らしい見た目も気に入りま
した！まだ子どもは生後４カ月のため、遊んだり
は出来ませんが、早い段階からそばに置いておき、
木に触れさせていきたいと思います。

※香美市から木のギフ

トを受け取られた皆さ

んからのご感想、写真

を募集しています。

　投稿者の氏名、写真、

写真に映っている方の

名前(ペンネームで構

いません)、感想を、

下記のメールアドレス

までお送りください。

▲ 藤原はな「Order」

▲ 槌谷玲於「退化Ⅱ」

▲ 永野未来「奇跡の川」

▲ 前田怜穂「待つ」 ▲ 花織「光を向く」

▶
山
中
美
佳
「
ふ
る
さ
と
の
風
に
」

▶
田
内
泰
生
「unsung

 he
ro

」

香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています。詳しくは、新生児訪問の際
にお渡しするパンフレットまたは、香美市ホームページ内の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政班　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp
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史
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人
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受
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取
り
ぬ

山
崎
か
ず
み

や
ま
も
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

楊
梅
す
つ
ぱ
牧
野
書
を
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み
返
す
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隅
に
か
細
く
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れ
る
芥
子
の
花

山
中　

明
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FAX

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

53

・

５
９
５
８

今
月
の
キ
ラ
リ

広
報
委
員
会

琉
球
の
味
が
な
つ
か
し
母
の
味

「
琉
球
」
と
漢
字
で
書
か
れ
た
場
合
、
沖
縄
の
別
称

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
蓮
芋
、
土
佐
で

は
「
り
ゅ
う
き
ゅ
う
」
の
事
と
解
釈
し
ま
し
た
。
あ

の
瑞
々
し
い
緑
色
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
食
感
、
煮

物
、
酢
物
で
食
べ
る
。
当
地
で
は
ナ
イ
ラ
ゲ
や
鮎
で

酢
も
み
、
味
噌
汁
の
具
に
入
れ
た
り
す
る
。
作
者
は

「
り
ゅ
う
き
ゅ
う
」
が
店
頭
に
並
ぶ
頃
に
な
る
と
、

お
母
さ
ん
と
そ
の
味
を
懐
か
し
く
思
い
だ
し
て
い
る
。

季
節
感
豊
か
な
一
句
。

（
季
語
：
り
ゅ
う
き
ゅ
う
（
夏
）
）

羽
交
い
締
め
相
手
選
ば
ず
葛
若
葉

葛
は
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
野
山
に
這
い
広
が
る
。

ま
た
茎
は
蔓
状
に
十
メ
ー
ト
ル
以
上
も
伸
び
る
。
そ

の
茎
が
色
々
な
物
に
か
ら
み
つ
く
さ
ま
を
「
羽
交
い

締
め
相
手
選
ば
ず
」
と
表
現
さ
れ
た
。
写
生
が
的
確

で
、
表
現
が
面
白
く
楽
し
い
一
句
。

（
季
語
：
葛
若
葉
（
春
）
）

く
き

つ
る

２０Kami
２０２３年８月号

高
知
の
風
景
を
美
し
く
描
い
て
い

ま
す
。
藤
原
は
な
は
プ
ロ
の
陶
芸

家
と
し
て
独
自
の
作
風
を
確
立
し

つ
つ
あ
り
、
前
田
怜
穂
は
絵
画
に

お
い
て
写
実
表
現
に
優
れ
て
い
て
、

山
中
美
佳
は
、
瑞
々
し
い
若
さ
の

あ
る
絵
画
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
７
名
そ
れ
ぞ
れ

が
今
を
生
き
る
感
覚
を
大
切
に
し
、

新
し
い
表
現
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
努
力
の
先
に
新
し
い
地
平

が
切
り
開
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
次
世
代
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
力
作
を
観
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
館
長
・
都
築
房
子
）


